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1　は　じ　め　に

最近，水稲の育苗播種量は減少傾向にあり，それにとも

なって中・成苗の割合が年々増加してきており，岩手

県内の成苗用田植期の台数及びその移植面積も増えてき

ている。

一方，作業競合，田植機の有効活用という面から，移植

期の拡大が大きな課題となっている。

そこで，薄揺点描を利用して移植期の拡大について検討

した結果，移植期の拡大に有効と認められたので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験場所　岩手農試圃場

（2）供試品種　アキヒカリ

は）供試播種機　薄播点播播種機SRlOPD

（4）供試田植機　乗用田植機6条S1－600

（5）試験区の構成（表1）

（6）施肥量及び本田管理等は慣行に準じた。

表1試験区の構成

試験
育 苗 法 供試床土

播種量　 播種期　 移植期
年次 （g／箱）（月／日）（月／日）

1987

薄播点播 人工床土 50　　 4 ／9　　 5／22

火山灰土

散播成苗 70　　　　　　　 5／20

1988

薄播点播 人工床土 45　　 4 ／6　 5／16

散播成苗

5／23

′′ 5／30

70　　　　　　　 5／23

1989

薄播点描 人工床土 50　　 4／15　　 5／10

5／15

5／20

5／25

5／30

散播成苗 70　　　　　　　 5／25

3　試験結果及び考察

（1）播種機の播種精度

この薄播点播播種機は，播種する前に床土に形穴ロール

で縦32，蟻16個の播種穴をあけ，l穴当り3～4校播種す

る専用の播種機である。薄播点播の播種量は1箱当り乾籾

45～50gで，1穴当りの平均播種拉致は3～4粒，変動係

数25～32％と播種精度は良好であった（表2）。

蓑2　薄播点播播種機の播種精度

試験 年 次
播 種 量

（g／箱 ）

播 種 精 度

（拉 ）　 （C V ％ ）

198 7 4 7 ．1 3．4　　　　 30．8

19 8 8 4 3 ．4 3．2　　　　 27．6

19 8 9 5 0 ．4 4 ．1　　　　 22．9

（2）移植時の苗生育

1987年に床土を変えて試験を行った結果では，火山灰土

では人工床土（粒状）に比較してやや草丈が長くなるもの

の，そのほかはほぼ同様の苗となり，床土の種類にかかわ

らず適応性が高い。また．散播成苗と比較するといずれも

彙齢の進んだ充実した苗となった。育苗日数を変えた試験

では，1988年が，40日で3．9糞，54日で4．5諷1989年が25

日で3．2糞，45日で4．3費の苗ができ，両年とも育苗日数が

長くなっても苗の老化はみられなかった。また，同じ育苗

日数の散播成苗と比較すると彙齢は散捕成苗並～ややまさ

り，地上部乾物垂の重い充実した蔚となった（表3）。

蓑3　移植時の苗成育

試 験
年 次 区　　　 名

育 苗

日数

草 丈 彙 齢 発 葦

（年 ） （日） （cm ） （腰 ） （喝 ／cm ）

198 7

火 山 灰 土　 5／22 43 16．2　　 4 ．0　　 2．22

人 工 床土　 5／22 43 14．5　　 4 ．0　　 2．63

散 播 成 苗　 5／20 41 15．1　　 3．8　　 2．30

1988

薄播 点 描　 5／16 40 12．6　　 3 ．9　　 1．99

5 ／23 4 7 14．2　　 4 ．2　　 2．8 2

5 ／3 0 54 13．7　　 4．5　　 3．08

散播 成 宙　 5 ／23 4 7 16 ．3　　 4．2　　 2．04

1989

薄播 点 播　 5 ／10 25 10 ．9　　 3．2　　 1．46

5 ／15 3 0 1 1．3　　 3．4　　 1．84

5 ／20 35 1 1．7　　 3．8　　 1．88

5 ／25 40 13．5　　 4．0　　 2．19

5 ／30 45 15 ．4　　 4．3　　 2．48

散播 成 苗　 5 ／25 40 13 ．5　　 3．5　　 1．70
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（3）田植機適応性

この薄揺点播苗の移植には槙送り回数16回の専用の田植

機が必要である。薄播点播では播種量が少ないにもかかわ

らず，育苗日数25日でも，マット強度が十分にあり移植が

可能であった。植付深さ，植付本数とも良好で，散播成苗

と比較して横付本数の変動や欠株も少ないなど移植精度は

高く，実用性は高いと判断された。育苗日数及び草丈・彙
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表4　田植機適応性
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表5　収量及び収量構成要素
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齢が異なっていても，移植精度にはほとんど差はみられな

かった（表4）。

（4）本田生育収量

本田での生育は，移植が掛、と総体的に生育がやや遅れ

る傾向がみられ，1989年の出穂期は，5／25移植の散播成

苗に比較して．薄播点描の5／10－5／25移植では1～3

日早く，5／30移植では1日遅くなった。

収量は，1987年では散播成苗とはぼ同様の収量となり，

1988年は7月の低温により障害不稔が発生し，移植期が早

く出穂期が早いほど低収量となった。1989年では，5／10

～5／25の移植の範囲であれば収量に大きな差はなく，5

／25移植の散播成苗よりまさり，5／30移植では5／10～

5／25移植よりやや低収となるものの5／25移植の散播成

苗並となった。また，品質も5／10－5／25移植では1中，

5／30移植及び散播廣苗では1下の格付けであった（表

5）。

これから，5／10移植から5／30移植の範囲内であれば，

5／25移植の散播成苗並～上回る程度の収量・品質の確保

は可能と思われた。

試 験

年 次 区　　　 名
出 穂 鞠

成　　 熟　　 期 玄 米 重 諸 宗 当 孟 夏 警 登 校 霊 品 質

梓 長　 穂 長　 棟 数

（年 ） （月 ／日 ） （c m ）　 （cm ） （本 ／d ） （k g／a ） （拉 ） （10 3 拉 ） （％ ） （g ）

19 8 7

火 山 灰 土　 5 ／2 2 8 ／ 7 7 1 ．5　　 17 ．0　　 4 4 7 6 7 ．9　　 8 7．5　　 3 9．1　 8 1．6　　 2 2．3　　　 －
人 工 床 土　 5 ／2 2 8 7 1 ．1　 16 ．6　　　 4 3 8 6 9 ．2　　 8 1．5　　 3 5．6　　 8 4．7　　 2 1．9　　　 －
散 播 成 蔚　 5 ／2 0 7 7 1 ．9　　 16．3　　　 4 7 1 6 9 ．4　　 8 6．8　　 4 0．9　　 7 7．7　　 2 2．0　　　 －

19 88

薄 播 点 播　 5／16 8 ／1 1 6 7 ．6　　 15．9　　　 4 2 3 3 5 ．2　　 9 1．3　　 3 8．6　　 4 5．5　　 2 0．3　　 －
5／2 3 13 7 1．2　　 16．5　　 3 4 6 5 3 ．3　　 9 6．5　　 3 3．4　　 7 7．9　　 2 1．1
5／3 0 15 7 6 ．1　 17．1　　 4 6 5 6 7 ．0　　 9 2．8　　 4 3．2　　 70 ．9　　 2 1．0　　 －

散 播 成 苗　 5 ／2 3 13 7 6 ．7　　 17．1　　 4 9 1 68 ．3　　 9 1．9　　 4 5．1　 74 ．0　　 2 1．0　　 －

19 8 9

薄 播 点 播　 5 ／10 8 ／ 7 7 7 ．7　　 17．4　　 4 14 6 8 ・0　　 9 6．4　　 3 9 ．9　　 7 5 ．1　 2 2．5　 1 中

5 ／1 5 8 74 ．3　　 16．7　　 4 2 2 6 7 ．0　　 9 0 ．8　　 3 8 ．3　　 7 9．2　　 2 2．3　 1 中
5 ／2 0 8 76 ．1　 1 7．4　　 45 2 6 7 ．6　　 9 0 ．6　　 4 1．0　　 7 2 ．1　 2 2．6　 1 中

5 ／25 9 76 ．2　　 1 7．7　　 3 6 7 6 6 ・7　　 9 7 ．4　　 3 5．7　　 8 2．0　　 2 2 ．5　 1 中
5 ／3 0 1 1 77 ．5　　 1 7．5　　 4 5 2 6 2 ．3　　 9 2 ．5　　 4 1．8　　 6 6．5　　 2 2 ．2　 1 下

散 播 成 苗　 5 ／2 5 10 7 6 ．9　　 1 7．0　　 4 5 2 6 2 ．5　　 8 9．1　 4 0．3　　 7 0．】　 2 2．5　 1 下

4　ま　　と　　め

川　育苗日数25～45円で3．2－4．3糞の苗が得られ，育苗

日数が54日と良くなっても苗の老化はみられなかった。同

じ育苗日数の薄播点播と散播成苗を比較すると．菓齢は散

播成苗並～ややまさり．地上部乾物重の重い苗が得られた。

（2）苗マット形成や植付深さ・植付本数とも良好で植付

本数の変動及び欠株が少ないほど田植機適応性は高いと判

断された。育苗日数，彙齢が異なっても，移植精度にはほ

とんど差がなかった。

（3）出穂期は5／25移植の散播成苗と比較すると5／‘10

－5／25移植では1－3日早く，5／30移植では1日遅く

なった。収量は5／10～5／25の移植の範囲であれば収量

に大きな差はなく5／25移植の散播成苗よりまさり，5／

30移植では5／10～5／25移植よりやや低収となるものの

5／25移植の散播成苗並であった。

（4）これらから，薄揺点播は苗形質にすぐれ，田植機適

応性も高く，かつ5／25移植の散播成甫並～上回る収量・

品質を確保できることなどから，5／10－30の範囲で移植

期の拡大は可能と判断された。
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